
　議会では、平成22年度予算（一般会計と8つ
の特別会計）について、議長を除く23名の議員
による予算特別委員会（新海栄一委員長）を設
置し、審査を行いました。
　平成22年度一般会計予算は、総額が411億
1,300万円で、前年度と比較すると47億7,600万
円（13.1％）の増額であり、過去にない予算規
模となっていました。
　これは、子ども手当支給に約18億5,500万円、
国分寺駅北口再開発事業用代替地の買い戻しに
約24億1,400万円という、2つの事業に関わる経
費が増額の大きな要因でした。
　3月8日の委員会では、市の財政状況や財政フ
レーム試算等の説明があり、各委員からの質疑
は、主に臨時財政対策債と国分寺駅北口再開発
事業に関する内容となりました。
4月中に再開発の推進方向を提示

臨時財政対策債は見直しへ
　臨時財政対策債に関しては、「19年度から発
行していない臨時財政対策債を、22年度に15億
6,000万円発行する経過と理由」「発行しない場
合の財源対応の可能性」「発行による後年度へ
の負担は避けるべき」などの質疑や意見が出さ

れました。市長及び担当からは、「27億円の財
源不足への対応と一定の基金残高を維持するた
めの発行である」「予算編成時には発行との判
断をしていたが、その後の補正予算で約9億円
の財源が生じたため、実際には借り入れない選
択肢もある」などの答弁がありました。
　また、国分寺駅北口再開発事業に関しては、
「現計画の実現性や今後の財政負担の見通し」「事
業の現状に対する情報公開のあり方」「庁議で
の市長発言から、現計画を変更する考えの有無」
「市長が施政方針で表明した『私の政治生命を
賭け』の発言と、その実質的な意味」など様々
な視点から質疑が行われました。市長からは、
「今後、現計画の遂行に全力を挙げるが、計画
変更を迫られて舵を切ることはあり得ることを
否定しない」「4月中に基本的な推進の方向を
示したい」などの答弁がありました。
　この他にも「これまで市長が、平成23年度に
経常収支比率を80％台とし、収支均衡型予算を
目指すと表明してきたことへの見通し」「市職
員を平成23年度から5年間で50名削減するとし
ている根拠」などの質疑が行われました。
　これに対し市長及び担当からは、「23年度の
経常収支比率は、あくまでも80％台を目指す」「職
員削減については、今後アウトソーシングの実
施計画を策定し、具体化していく」などの答弁
がありました。

　以上のような委員会での審査状況の中で、3
月11日に市長から、「議案第1号の一般会計予
算及び第3号の国分寺駅北口地区第一種市街地
再開発事業特別会計予算について、修正が必要
と判断したため撤回し、再提案したい」との表
明がされたため、委員会審査を保留としました。

　3月19日に開催した本会議において、議案第
56号及び57号として両予算議案が提案されると
ともに、臨時財政対策債を発行しないとしたこ
とに伴う施政方針の変更表明がありました。
　同日、一般会計と７つの特別会計については、
暫定予算（2ヶ月間）の提案がありました。
　議会では、提案された暫定予算に対して、改
めて予算特別委員会での審査を行いましたが、
審査時間に不足が生じたことから、当初の３月
24日までの定例会会期を５日間延長し、3月29
日までにしました。
　3月29日の本会議では、一般会計暫定予算は
全員賛成で、また、７つの特別会計のうち５つ
の特別会計暫定予算は全員賛成で、２つの特別
会計暫定予算は賛成多数により可決しました。
　なお、議案第56号等９件の当初予算は、継続
審査扱いとしました。一般会計暫定予算の表決
の際に行われた各会派等の討論は5～7ページを、
賛否の分かれた特別会計暫定予算に対する各議
員の表決結果は左の表をご覧ください。

　第　第1回定例会は、回定例会は、2月1919日から日から3月2424日までの開催予定日までの開催予定
でしたが、国分寺駅北口再開発事業費等をめぐり予算特別でしたが、国分寺駅北口再開発事業費等をめぐり予算特別
委員会が紛糾・中断したことから会期を委員会が紛糾・中断したことから会期を5日間延長し、日間延長し、3
月2929日までの日までの3939日間開催しました。今議会では議案日間開催しました。今議会では議案5353件、件、
決議決議1件、陳情件、陳情2件について議決しました。件について議決しました。
　また、　また、2月2121日には日曜議会を開催し、市長の施政方針日には日曜議会を開催し、市長の施政方針
に対する各会派等の代表質問を行いました。に対する各会派等の代表質問を行いました。

　第1回定例会は、2月19日から3月24日までの開催予定
でしたが、国分寺駅北口再開発事業費等をめぐり予算特別
委員会が紛糾・中断したことから会期を5日間延長し、3
月29日までの39日間開催しました。今議会では議案53件、
決議1件、陳情2件について議決しました。
　また、2月21日には日曜議会を開催し、市長の施政方針
に対する各会派等の代表質問を行いました。
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一般会計と7つの特別会計の暫定予算を可決
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会　派　名 自民党 サイド ネット 公明党 民主党 共産党 無

賛否の分かれた議案に対する各議員の表決状況

議員名

議案名

議案第27号　国分寺市国民健康保
険条例の一部を改正する条例
議案第61号　平成22年度国分寺市
国民健康保険特別会計暫定予算
議案第64号　平成22年度国分寺市
後期高齢者医療特別会計暫定予算

議案第67号　指定管理者の指定

（
議
長
）

・表　決 (○＝賛成　×＝反対)
・会派名 (自民党＝自民党・新和会、サイド＝市民サイド、ネット＝生活者ネット・市民クラブ、公明党＝公明党、
　　　　  民主党＝民主党・無所属クラブ、共産党＝日本共産党国分寺市議団、無＝無会派)
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注1 長期総合計画に定められた施策を計画的に実施して
いくために、今後の財源見通しを明らかにするとともに、
長期的展望にたって限られた財源の中で適切な財政運
営を行うための試算。
注2 地方財源の不足に対応するため、普通交付税の振替措
置として、平成13年から投資的経費以外の経費にも充て
られる地方財政法第5条の特例として発行される地方債。
注3 市の財政構造の弾力性を測定する比率として使われ
るもので、人件費・扶助費・公債費等の経常的経費（義
務的経費）が地方税・地方交付税・地方譲与税を中心と
する経常的な収入である一般財源に占める割合。経常的
経費に充当した一般財源の残りが大きいほど臨時の財政
需要に対応でき、財政構造に弾力性があることになる。
注4 ８つの特別会計のうち「地域バス運行事業特別会計」
の暫定予算については、4月～5月の間の歳出が見込ま
れないという理由から、今回、提案がされませんでした。

本文中の用語解説


